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予算種別 補助/単独 事業区分
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増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額
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定
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源

款 項 目 節
細
節

細
々
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歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
2. 総務費 4. 固定資産評価審査委員会事業

2. 徴税費

1. 税務総務費 市民税課

（佐倉市）　　

第５章
市民とともに創る　多様性のある　持続可能なまち -

（市民参加・自治体運営） 令和 3年度 -

経常 単独 計画 0 0 0 基本施策５
行財政運営 令和 4年度 -

令和 5年度 -

施策３
税の公平、公正、効率的賦課と収入率向上を目指し 令和 6年度 -

ます 令和 7年度 -

0

77 77

固定資産課税台帳に登録された価格に関する不服を審査 固定資産課税台帳に登録された価格に関する不服の審査 固定資産税の評価及び課税の主体である市長から独立し

決定するための固定資産評価審査委員会の事務を行います。 決定等を行う固定資産評価審査委員会を事務局として補佐します。 た委員会において審査することにより、審査の中立性・公平性を確保し

・不服申し出により委員会を開催します。 ます。

・固定資産評価審査委員会の委員の研修会を実施します。

　固定資産税の評価及び課税の主体である市長か 費用弁償について見直しました。

ら独立した委員会において審査することにより、審査の中立性・公平性

を確保する必要があります。

01 70 70 0

08 5 7 △2

18 2 2 0

差引一般財源 0 77 0 77


